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本日のレジュメ

１ DMOとは

２ 登録に向けて

３ KPIの状況と分析
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DMOになったら

↓
↓
↓

自らが利益を上げなければいけない?

自治体から独立しなければいけない?
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DMOの機能とは

Destination 猪苗代町に
Marketing お客様が来てお金を落とす仕組み作り
Management 目標達成の為の経営管理
Organization 組織
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観光庁の推進するDMO政策

①戦略策定から結果検証迄のマネジメントサイクルの推進

②地域事業者等との合意形成

③コンテンツ造成・磨き上げ

④受入環境整備

⑤プロモーション

インバウンド強化、観光DX推進、高付加価値化

持続可能な観光地

観光地を経営する機能
DMOとして組織経営する機能

＋

＋

より重視
する傾向
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DMOが担うべき本来の役割とは

① 当該地域への集客により地域全体を稼がせる為の
「地域全体が共有する組織体」

② 行政が行うべき公益機能の役割も担う
「行政機能を担う民営の組織体」

③ 当該地域の特⾧に合わせて集客と消費額促進を推進する
「当該地域マーケティングの専門的機能をもつ組織体」
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プロモーション

合意形成

8



9

近年観光庁の有識者会議で議論され
発表されたDMOの使命は

↓
より持続可能な観光地経営の視点
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DMO登録することのメリット

1. 観光庁等の政策において登録DMOに対して優先権がある場合が見られる

2. 上記により、国の財源を活用できる可能性が高まる

3. DMO機能を担える専門人材の獲得や活用がしやすくなる

4. 自治体や事業者との足並みを合わせやすくなり地域の企画機能が強化しやすくなる

5. 自治体の観光施策をDMOが担うことにより自治体の少人数化が図りやすくなる

6. 民間として経営することでノウハウやネットワークが異動により失われることなく蓄積される

7. 観光庁や運輸局等から、観光施策の情報が得やすくなる

観光振興に対する意欲を事業者等に見せ、牽引することで、エリ
ア全体での足並みが揃いやすくなり、「人材」と「財源」を確保する
機能として活用し、持続的な観光地としての経営がしやすくなる。
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現状の観光地域づくり法人（DMO）の制度設計

現状では、上に行けば行くほど、支援が厚くなるが、
先駆的DMO、意欲があるDMO施策がR8年度以降どうなるか未発表
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観光庁資料より抜粋
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今後のDMO要件
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KPIについて
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猪苗代町観光協会事業者の皆様

・R8当初予算への反映・通年アンケートの実施
・多言語アンケート
・四半期での分析

・現状の共有
・自社の戦略策定戦略

・着地型商品開発/販売・高単価高付加価値商品造成/販売コンテンツ

・事業者向け多言語対応補助・Googleビジネスプロフィールの情
報強化受入整備

・公式サイトの情報更新
・SNS強化
・閑散期クーポン、バス補助

・自社サイトの多言語化と情報整理
プロモーション

旅行消費額（総額、一人当たり単価）

R7から、正確なデータ取得のため、通年で日帰りと宿泊の両者からのアンケートを実施。インバウンド客の現状も取れるよう多言語対応も行う。R7年度か
らの本格的な分析をもとにR8年度の予算要求を行っていくが、R５からR6にかけて消費額が減少をしていることを受け、引き続き、閑散期の宿泊クーポン施
策や、教育旅行のバス代補助、公式サイトやSNSからの情報発信の強化等を通じて、訪問者数を増やすことと、着地型商品の開発販売を行い、消費額を増や
すことを行っていく。事業者の皆様も、必要な価格のUPとそれに見合う価値提供を行っていただく。
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宿泊者数は緩やかに伸びているが、町のキャパシティからすればまだまだ伸ばす余地があるため、泊まっていただくための仕掛けを行う必要があ
る。例えば、複数開催するイベントにおいては宿泊とセットになったプランの造成販売、夜間、早朝の観光コンテンツを造成する等。
宿泊施設の皆様は、リクルートや楽天といったOTAのマーケティングアドバイス等も積極的に受けながら、宿泊者数を増やす自助努力も依頼。
閑散期における宿泊クーポンの配布や、地域住民向けの割引宿泊プランの造成等も検討しながら、冬場におけるインバウンド需要刺激策を、ス
キー場の皆様と部会を通じて展開する。

猪苗代町観光協会事業者の皆様

・宿泊者数の把握・季節ごとの宿泊キャパシティの把
握
・スキー場部会開催

・OTAのマーケティング補助
・宿泊者数データ共有戦略

・イベントの宿泊セット商品造成/
販売

・宿泊セット商品コンテンツ

・多言語対応強化受入整備

・冬季インバウンド対策（豪州）
・台湾セールス（教育旅行の取り組
み/新竹市教育機関、旅行会社等）

・閑散期クーポン
・インバウンド向け情報強化
・冬季インバウンド対策（豪州）

・冬季インバウンド対策（豪州）
・町との連携プロモーション

延べ宿泊者数
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R7年4月～5月の集計によると、満足度は80％前後であるため、R4,5,6より下がっている。但し、R4,5,6は宿泊施設だけの集計となっており、R7は3割が日帰りも
含まれているため、比較する分母が異なっていることを考慮に入れる必要がある。とはいえ、満足度はリピーター率や、エリアの観光全体に影響が大きいこと
から、エリア全体で満足度を高めることが必要。観光客がどこに不満をもっているのかを、Ｒ7のアンケート結果から分析すると、二次交通と、食事場所に不
便さを感じていることがわかる。すぐには二次交通は対策が出来ないが、まずは、正確なわかりやすい情報を発信することで、不満の解消を図りたい。飲食事
業者の皆様にもお客様が多くなる土日や夏休み等は積極的に店を開くことや、Ｇｏｏｇｌｅビジネスプロフィールに正確な情報を記載していただきたい。必要
であればＧｏｏｇｌｅビジネスプロフィールの研修も行っていきたい。

猪苗代町観光協会事業者の皆様

・不満、不便の把握
・R8年度予算への不満点解消のため
の施策の反映

・アンケート分析
・事業者との情報共有
・交通事業者との議論

・分析結果からの改善
戦略

・レンタルサイクル、レンタルキッ
クボード商品の開発販売

・店舗のオープン時間調整
・二次交通セット商品造成等コンテンツ

・二次交通対策の継続・不満、不便の解消・不満点の改善
・おもてなし研修の受講
・インバウンド研修の受講

受入整備

・公式サイトでの情報の充実により
不満、不便を解消

・不便を解消する情報発信プロモーション

来訪者満足度、リピーター率
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１．アクセス数を増やすために、情報発信の強化を図る。SNSでは公式サイトに必要な情報が掲載されていることを伝え、
旅の不便さの解消を図る。

２．多言語情報の充実も行っていく。
３．サイトのリニューアルと、SNSの更新頻度を上げる。

１．教育旅行に関する部会で、これまで来てくれている学校やエージェントに対する積極的な営業による情報収集をはかり、
必要なニーズに応えていく。

２．教育旅行に対応するコンテンツ、特にSDG’ｓに関わるものを開発・改善し、教育旅行用情報ツールへの落とし込みを行う。
３．台湾からの教育旅行ニーズの取り込みのための営業活動の実施。

Webサイトのアクセス状況

教育旅行参加者数

1,002 1,519


